
スポーツで地域活性化ラボ

担当教員：渡辺圭史, 石田恭生, 岡田康太, 中野敬太, 安井正也
藤本壮志, 平野李孔, 坂田優介, 原田光, 長尾眞悠, 貝原愛唯, 紙本晋輔, 池田恵達, 土井渉叶, 上野慧人, 中塚絢捺, 貝原樹,

生西悠真, 國定唯央, 蔭山元, 高山薫, 亀島琴美, 岡本隆佑, 山本雅大, 平岡明日香, 津内桃香, 三宅杏咲, 中原隆之介, 横田敦己

お世話になった連携先団体など
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岡山市、(株)山陽新聞社、テレビせとうち(株)、潮見坂綜合法律事務所、NPO法人おかやま理大クラブ、地域のスポーツチーム

ラボで解決に取り組んだ課題

主に岡山県内のスポーツチームと共に、地域の活性化を図る。

活動のあらましについて

私たちのラボでは、1年を通して以下の活動を行った。

1年間の活動の総括・成果について

学生イノベーションチャレンジ推進プロジェクト（岡山市）に採択された3件の事業を含む6つの課題に対し、連携先団体
や地域の方々と連携を図り、学生が積極的に課題解決に取り組んだ。

SDGsのイベントへ参加。子どもが遊びながら楽
しく身体を動かすことをテーマに企画運営を行う。

ゲーム感覚でカラダを
う ごかそう ！

100組以上のご家族に参加いただき、小学生や就
学前の子どもたちを中心に楽しんでいただいた。

マネジメント学会にて「地域の子どものスポーツ
環境」をテーマとした研究会開催をサポート。

研究会のテーマや講演内容を検討し、関係各所へ
の依頼・調整を行い、有意義な研究会となった。

岡山シーガルズの元日
本代表選手、文部科学
省スポーツ庁、岡山県
スポーツ振興課の有識
者をお招きし、講演お
よびディスカッション
が行われた。

学会の準備・運営をサポートアリオ倉敷でのイベント参加

西奉還町×岡山シーガルズ
ちょっと西奉還町寄ってく？

「歩行とスポーツ観戦」で
「健康と地域活性化」

岡山市民のQOL向上をめざし、歩行とスポーツ観
戦によって、市民の健康意識の向上と地域活性化
を図る活動を展開した。

健康日本21（第三次）における1日の歩数の
目標を達成するマップの作成、スタンプラリ
ーイベントを実施した（10月〜11月）。スタ
ンプを集めた参加者には岡山シーガルズのグ
ッズを贈呈した。

岡山シーガルズの試合観戦者増加をめざした
調査を行い、アンケート回答者にグッズが当
たる抽選会を実施した（1月）。

①

試合観戦が健康に貢献することを調査するた
め、試合観戦時の心拍数や体温などを測定し
た（11月、1月）。測定したデータは、岡山
シーガルズの担当者に提供し、観戦そのもの
が健康につながることをPRする一助となった。

②

西奉還町商店街、岡山シーガルズ、テレビせとう
ちとのコラボレーションを形成し、 西奉還町商店
街の活性化を目指した。

バレーボールトークショー
（7月 @西奉還町商店街）

①

西奉還町商店街割引キャンペーン
（計3回：10月、11月、1月）

②

学生イノベーションチャレンジ推進プロジェクト 学生イノベーションチャレンジ推進プロジェクト

岡山シーガルズの
ホームゲーム会場
にて西奉還町商店
街で使える割引券
を500枚配布。

西奉還町商店街PR動画作成、インスタUP
（12月）

③

作成した動画を経
営学科のインスタ
にアップ。総計
12,000以上の視聴
を獲得。

西奉還町商店街に関する印象調査アンケート
（1月）

④

岡山県在住1,000人にアンケート。西奉還
町商店街にもっと飲食業が増えることを望
む意見が多かった。

NPO法人おかやま理大クラブ、本学硬式野球部と
連携し、地元の少年野球チームやソフトボールチ
ームを対象に野球教室を4回開催した。

近年、野球の練習場所が減少している現状がある
ため、イベントを開催し、場所の提供を行うこと
で地域貢献を図った。

合計で199人の子どもたちが参
加した。
イベントの回数を重ねるにつれ
て、参加者のニーズを汲み取る
力や課題解決能力が身に付き、
学生の成長の機会となった。

NPOとのコラボで地域貢献

スポ恋
〜今日スポーツで恋に落ちるんじゃ！〜

岡山県内の大学・短期大学・専門学校に通う学生
とその同年代の社会人を対象としたスポーツ大会
を企画し、2回開催した。
開催目的は、スポーツ大会を通し
て、同年代が交流する場を創出す
ることであった。
これにより、岡山市の人口流出抑
制、岡山市の活性化、岡山市の経
済への貢献が期待されると考えた。

第1回のポスター

第1回は8月10日に岡
山ドームで開催し、
約80人の参加者を集
客することができた。
フットサルやドッジ
ボールを行った。

第2回は12月20日に
ジップアリーナ岡山
で開催し、約30人の
参加者を集客するこ
とができた。バレー
ボールやハンドボー
ルを行った。

企画をゼロから作り上げたため、企画力が身に付
いた。また、それぞれに役割を与えたため、主体
性と協調性が身に付いた。
イベント後、実際に「カップルになった」(1件)、
「2人で会った」(17件)という回答があった。

学生イノベーションチャレンジ推進プロジェクト

第2回のポスター

実際に他の大学や専門学校に足を

集客のためにポスターを作成し、

運んで声掛けを行った。
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